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令 和 ２ 年 度 学 校 評 価 (教 職 員 に よ る 自 己 評 価 )

重点目標 １ キ ャ リ ア教育の推進を通 して 、 児童生徒一人一人の

社会性を育成 し 、 よ り良い人間関係の構築を目指す

重点目標 ２ 教職員の危機意識を高め 、 学校安全管理を強化する

評 価 基 準 Ａ :達 成 で き た ( 90％ 以 上 )

Ｂ :あ る 程 度 達 成 で き た （ 80％ 以 上 ）

Ｃ :や や 不 十 分 、 一 部 改 善 の 余 地 が あ る （ 60％ 以 上 ）

Ｄ :改 善 が 必 要 で あ る （ 60％ 未 満 ）

学 部等 ① 【知 的障 害 教育 部門 小学 部】

評 価 項 目 具 体 策 評 価 の 観 点 (指 標 ) 評価

・ 個 々 の表出能力 を ・ サ イ ン や 表 情 カ ー ド の 活 ・ 学 習 内 容 を 工 夫 し 、

重 高め 、 友 達 と関わ り 用 等 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 児 童 同 士 の 関 わ り を

点 なが ら活動 する力を 能 力 の 向 上 を 目 指 し た 指 深 め る こ と が で き た Ｂ

目 育む 。 導 を継 続する 。 か 。

標

１ ・ 児 童 同 士 が 関 わ り を 持 て ・ 振 り 返 り の 時 間 を 充

る よ う な 学 習 場 面 の 設 定 実 さ せ 、 児 童 が 学 び

を行 う 。 の 実 感 の 得 ら れ る 授

業 を 展 開 す る こ と が

・ 振 り 返 り の 時 間 を 設 け る できたか 。

こ と で 充 実 感 や 達 成 感 を

味 わ わ せ 、 学 習 へ の 意 欲

を高め る 。

・ 教 員 の 危 機 意 識 を 高 ・ ヒ ヤ リ ハ ッ ト 事 例 を 共 有 ・ ヒ ヤ リ ハ ッ ト 事 例 を

重 め 、 児 童 が 安 全 で 健 康 す る 。 積 極 的 に 活 用 で き た

点 的 な 学 校 生 活 が 送 れ る か 。 Ｂ

目 よ うに す る 。 ・ 感 染 症 へ の 理 解 を 深 め 、

標 消 毒 の 徹 底 や 手 洗 い う が ・ 感 染 症 へ の 対 策 を

２ い の 励 行 な ど 、 必 要 な 措 十 分 行 う こ と が で き

置を講 じる 。 た か 。

・ 児 童 に 関 す る 情 報 共 有 、 ・ 十 分 な 安 全 対 策 の

学 習 環 境 の 整 備 、 保 健 室 も と 、 学 習 活 動 を 展

と の 連 携 等 、 教 育 活 動 全 開 す る こ と が で き た

般 に お け る 緊 急 時 対 策 を か 。

十 分に 行 う 。
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学 部等 ② 【知 的障 害 教育 部門 中学 部】

評 価 項 目 具 体 策 評 価 の 観 点 (指 標 ) 評価

・ 集 団 生 活 で の 決 ま り を ・ 「 ル ー ル を 守 る 」 「 自 分 の ・ 生 徒 が ル ー ル を 守

重 理 解 し 、 主 体 的 ・ 協 調 的 役 割 を 知 り 、 自 ら 取 り 組 り 、 意 欲 的 に 自 分 の

点 に 集 団 に 参 加 す る 力 を む 」 と い っ た こ と を 学 級 目 役 割 に 取 り 組 む こ と Ｂ

目 高める 。 標 に 掲 げ て 、 教 師 も 生 徒 ができた か 。

標 も意識でき るよ うに する 。

１

・ コ ロ ナ 感 染 予 防 の ル ー ル

と し て 、 友 達 と 一 定 の 距 離

を 保 つ こ と 、 正 し く 手 洗

い を す る こ と を 掲 げ 、 教 員

が手本 を示す 。

・ 小 集 団 の 学 習 活 動 で 、 生

徒 が 主 体 的 に 活 動 で き る

役 割 分 担 や 場 面 設 定 を 行

う 。

・ 教 員 の 危 機 意 識 を 高 ・ ヒ ヤ リ ハ ッ ト 事 例 を 共 有 ・ ヒ ヤ リ ハ ッ ト 事 例 を

重 め 、 学 習 活 動 全 般 に お し 、 危 機意 識を高め る 。 共 有 し 、 指 導 に 生 か す

点 ける安全管理に努 める 。 こ と ができ たか 。 Ｂ

目 ・ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染

標 拡大防止の取組 に基づ き 、 ・ チ ェ ッ ク リ ス ト を 活

２ 担 当 者 を 明 確 に し て 、 生 用 し 、 そ れ ぞ れ の 取 組

徒 の 健 康 管 理 、 使 用 教 室 を 徹 底 す る こ と が で

や 物 品 の消 毒 を 徹 底 す る 。 き たか 。

ま た 、 生 徒 の 実 態 を 踏 ま え

た 上 で 「 ３ 密 」 を 避 け た 学

習 環 境 を 設 定 し 、 指 導 を

行 う 。
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学 部等 ③ 【知 的障 害 教育 部門 高等 部】

評 価 項 目 具 体 策 評 価 の 観 点 (指 標 ) 評価

・ 職 業 的 自 立 に 必 要 と ・ 作 業 学 習 を 中 心 に 、 生 徒 ・ 職 業 能 力 評 価 表 で

重 な る 基 本 的 及 び 実 践 的 個 々 の 課 題 と な る コ ミ ュ の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

点 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 ニ ケ ー シ ョ ン ・ 対 人 関 係 等 ・ 対 人 関 係 面 の 評 価 Ｂ

目 を高める 。 に 関 し て 、 職 業 能 力 評 価 に お い て 年 度 当 初 と

標 表 の 活 用 等 、 指 導 に 努 め 、 比 べ 伸 長 が 見 ら れ た

１ 能力の向上を図 っ てい く 。 か 。

・ 教 員 の 感 染 症 に 関 す ・ 保 健 室 と 連 携 を 図 り な が ・ 感 染 症 予 防 に 関 す

重 る 意 識 を 高 め 、 生 徒 が ら 感 染 症 の 予 防 に つ い て る 教 員 、 生 徒 用 の チ ェ

点 健 康 で 安 全 な 学 校 生 活 の 指 導 、 環 境 整 備 等 を 計 ッ ク リ ス ト を 作 成 、 活 Ｂ

目 を 送 る こ と が で き る よ 画 、 実 践 する 。 用 し 、 予 防 に 関 す る 意

標 う に努 める 。 識 の 向 上 を 図 る こ と

２ ができたか 。

・ 感 染 症 予 防 等 の 内

容 を 指 導 し 、 生 徒 が

健 康 に つ い て 意 識 で

きる ように な っ たか 。

・ ヒ ヤ リ ハ ッ ト 事 例 を 打 ち ・ ヒ ヤ リ ハ ッ ト 事 例 を

合 わ せ で 共 有 し 、 危 機 意 共 有 す る こ と が で き

識を高 める 。 た か 。



- 4 -

学部等④ 【 肢 体不自由教育部門 小学部 】
評価項目 具体策 評価の観点 (指 標 ) 評 価

【 重 複 障害学級 】

重 ・ 身 近 な 人 に 対 す る 表 現 ・ 個 に 応 じ た 様 々 な 表 出 方 ・ 身 近 な 人 に 、 自 分 な

点 力 を 高 め 、 人 や 物 に 自 法 を 指 導 者 間 で 共 有 し 、 り の 方 法 で 意 思 表 示 Ｂ

目 ら 働 き 掛 け た り 、 行 動 し 指導に役立て る 。 す る こ と がで きたか 。

標 た り する 意欲を高める 。

１ ・ 日 常 生 活 の 指 導 、 自 立 活 ・ 児 童 が 自 ら 操 作 し た

動 、 教 科 の 学 習 な ど で 、 教 り 、 発 信 や 選 択 を し た

材 や 環 境 を 工 夫 し 、 児 童 り す る こ と が で き た

の 主 体 性 を 引 き 出 す 活 動 か 。

を 設定 する 。

【 肢体不自由教育部門共通 】

重 ・ 教 職 員 の 危 機 意 識 を ・ 日 常 の 学 校 生 活 に お い ・ 具 体 策 ① ② に つ い

点 高 め 、 肢 体 不 自 由 の あ て 、 健 康 ・ 安 全 上 、 留 意 す て 、 「 B部 門 チ ェ ッ ク リ Ｂ

目 る 児 童 生 徒 の 学 校 生 活 べ き 事 項 を リ ス ト 化 し た ス ト 」 に ○ 印 が つ い た

標 に お け る 安 全 管 理 、 感 「 B部 門 チ ェ ッ ク リ ス ト 」 を 割 合 が 1 0 0％ に 近 い

２ 染 症 予 防 対 策 を 強 化 す 全 職 員 で 共 有 し 、 丁 寧 に か 。 ○ 印の 総数

る 。 児 童 生 徒 の 観 察 を 行 う 。 （ 1 9 項 目 × 1 4 人 ） を

ま た 、 昨 年 度 ヒ ヤ リ ハ ッ ト 元 に評 価する 。

事 例 が 多 か っ た 以 下 の 項

目 に つ い て 重 視 し 、 再 発 を

防ぐ 。

① 車 椅 子 の 乗 車 時 の 適 切

な介助方法

②安全 な摂食指導
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学部等⑤ 【 肢 体不自由教育部門 中学部 】

評価項目 具体策 評価の観点 (指 標 ) 評 価

【 重 複 障害学級 】 【 重 複 障害学級課程 １ 】

重 ・ 様 々 な 人 と 関 わ る 表 ・ 国 語 、 総 合 的 な 学 習 の 時 ・ 学 習の 中で 、 場 面

点 現 力 を 高 め 、 良 好 な 対 間 、 作 業 学 習 な ど の 授 業 に 合 わ せ た 表 現 の 仕 Ｂ

目 人 関 係 や 集 団 生 活 を 築 の 中 で 、 場 面 に 合 わ せ た 方 を 指 導 し 、 や り 取 り

標 く 力を育む 。 表 現 の 仕 方 を 指 導 し 、 や り を 行 う こ と が で き た

１ 取 り を 行 う 機 会 を 多 く 設 か 。

定 す る 。

【 重 複 障害学級課程 ２ 】

・ 日 常 生 活 の 指 導 、 生 活 単 ・ や り 取 り を 多 く 重

元 学 習 、 自 立 活 動 、 総 合 的 ね 、 教 師 や 友 達 と の Ｂ

な 学 習 の 時 間 な ど の 授 業 関 わ り の 中 で 、 個 に

の 中 で 教 師 や 友 達 に 対 し 応 じ た 表 現 方 法 で の

て 個 に 応 じ た 表 現 方 法 で 表出が増えた か 。

発 信 で き る よ う 、 や り 取 り

を 行 う 機 会 を 多 く 設 定 す

る 。

【 肢 体不自由教育部門共通 】

重 ・ 教 職 員 の 危 機 意 識 を ・ 日 常 の 学 校 生 活 に お い ・ 具 体 策 ① ② に つ い

点 高 め 、 肢 体 不 自 由 の あ て 、 健 康 ・ 安 全 上 、 留 意 す て 、 B部 門 中 学 部 の チ Ａ

目 る 児 童 生 徒 の 学 校 生 活 べ き 事 項 を リ ス ト 化 し た ェ ッ ク リ ス ト に ○ 印 が

標 に お け る 安 全 管 理 、 感 「 B部 門 チ ェ ッ ク リ ス ト 」 を つ い た 割 合 が 1 0 0％

２ 染 症 予 防 対 策 を 強 化 す 全 職 員 で 共 有 し 、 丁 寧 に に 近 づ け た か 。 ○ 印

る 。 児 童 生 徒 の 観 察 を 行 う 。 の 総 数 （ 19項 目 × 14

ま た 、 昨 年 度 ヒ ヤ リ ハ ッ ト 人 ） を 基 に評 価する 。

事 例 が 多 か っ た 以 下 の 項

目 に つ い て 重 視 し 、 再 発 を

防ぐ 。

① 車 椅 子 の 乗 車 時 の 適 切

な介助方法

②安全 な摂食指導
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学 部等 ⑥ 【肢 体不 自 由教 育部 門 高等 部】

評 価 項 目 具 体 策 評 価 の 観 点 (指 標 ) 評 価

【 通 常 学 級 】 ・ 商 業 、 職 業 、 ホ ー ム ル ・ 授 業 の 指 導 計 画 に

重 ・ 社 会 生 活 の 諸 活 動 に ー ム 活 動 等 に お い て 、 教 記 載 さ れ て い る 種 々

点 適 切 に 対 応 す る 能 力 と 師 や 地 域 の 方 々 と の や り の ビ ジ ネ ス マ ナ ー に Ｂ

目 態 度 を 育 む 。 と り を 重 ね 、 実 践 的 な コ つ い て 理 解 し 、 教 師

標 ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を や 地 域 の 方 々 を 相 手

１ 培 う 内 容 を 設 定 す る 。 に 実 践 す る こ と が で

き た か 。 成 績 を 基 に

評 価 す る 。

【 重 複 障 害 学 級 課 程 １ 】 ・ 国 語 、 美 術 、 総 合 の 学 ・ 相 手 の 話 に 関 心 を

・ 日 常 生 活 や 社 会 生 活 習 の 中 で 、 相 手 の 話 に 関 持 ち 、 分 か っ た こ と

に お け る 人 と の 関 わ り 心 を 持 ち 、 分 か っ た こ と や 感 じ た こ と を 伝 え Ｂ

の 中 で 、 伝 え 合 う 力 を や 感 じ た こ と を 伝 え 合 う 合 う こ と が で き た か 。

高 め る 。 活 動 を 設 定 す る 。 授 業 の 反 省 か ら 生 徒

の 反 応 を ま と め 評 価

す る 。

【 重 複 障 害 学 級 課 程 ２ 】 ・ 日 常 生 活 の 指 導 、 生 活 ・ 身 近 な 教 師 に 対 し

・ 集 団 生 活 、 社 会 生 活 単 元 学 習 、 自 立 活 動 の 授 て 、 感 情 や 要 求 を 伝

で 必 要 と な る コ ミ ュ ニ 業 の 中 で 、 身 近 な 教 師 に え る こ と が 増 え た か 。 Ｂ

ケ ー シ ョ ン 能 力 を 高 め 、 対 し て 、 感 情 や 要 求 を 表 授 業 の 反 省 か ら 生 徒

主 体 的 に 対 人 関 係 を 築 情 や 発 声 、 視 線 等 で 伝 え の 反 応 を ま と め 評 価

く 力 を 身 に 付 け る 。 る 場 面 を 設 定 し 、 気 持 ち す る 。

を 丁 寧 に く み 取 り 、 や り

と り を 重 ね る 。

【 肢 体 不 自 由 教 育 部 門 共 通 】 ・ 日 常 の 学 校 生 活 に お い ・ 具 体 策 ① ② に つ い

重 ・ 教 職 員 の 危 機 意 識 を て 、 健 康 ・ 安 全 上 留 意 す て 、 B部 門 高 等 部 の 職

点 高 め 、 肢 体 不 自 由 の あ べ き 事 項 を リ ス ト 化 し た 員 チ ェ ッ ク リ ス ト に Ａ

目 る 児 童 生 徒 の 学 校 生 活 「 B部 門 チ ェ ッ ク リ ス ト 」 ○ 印 が つ い た 割 合 が 1

標 に お け る 安 全 管 理 、 感 を 全 職 員 で 共 有 し 、 丁 寧 0 0 ％ に 近 い か 。 ○ 印

２ 染 症 予 防 対 策 を 強 化 す に 児 童 生 徒 の 観 察 を 行 う 。 の 総 数 （ 1 9項 目 × 1 1

る 。 ま た 、 昨 年 度 ヒ ヤ リ ハ ッ 人 ）を 基 に 評 価 す る 。

ト 事 例 が 多 か っ た 以 下 の

項 目 に つ い て 重 視 し 、 再

発 を 防 ぐ 。

① 車 椅 子 の 乗 車 時 の 適 切

な 介 助 方 法

② 安 全 な 摂 食 指 導
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学 部⑦ 【 訪問 教育 学 級】

評 価 項 目 具 体 策 評 価 の 観 点 (指 標 ) 評 価

・ 身 近 な 人 と 関 わ り な が ・ 実 態 に 応 じ て 、 快 ・ 不 快 ・ 各 児 童 生 徒 が 実 態

重 ら 、 働 き 掛 け に 応 じ た の 感 情 や 意 思 を 表 わ す こ に 応 じ た 表 出 や 変 容

点 り 、 自 ら 発 信 し た り す る と が で き る よ う 、 視 線 ･発 が 見 ら れ た か （ 記 録 を B

目 力を高め る 。 声 ・ 表 情 ・ 身 体 の 動 き な ど も と に 指 導 、 支 援 の

標 を 細 や か に 観 察 し 、 記 録 を 評価をす る ）

１ と り な が ら 指 導 を 継 続 し

てい く 。

・ 児 童 生 徒 の 心 身 の 状 ・ そ の 日 の 体 調 に つ い て 授 ・ 毎 回 の 授 業 で こ れ ら

重 況 を 的 確 に 把 握 し な が 業 前 に 保 護 者 、 施 設 職 員 を 行 い 、 事 故 等 な く 、

点 ら 、 安 全な 指導を行 う 。 に 確 認す る 。 安 全 に 指導でき たか 。 A

目

標 ・ 授 業 後 の 児 童 生 徒 の 様

２ 子 を 職 員 間 で 報 告 し 合 い

次回の授業に活 かす 。

・ 感 染 症 対 策 と し て 、 教 職

員 自 身 の 健 康 管 理 と 指 導

上 の 環 境 衛 生 の 徹 底 に 努

める 。

学 部等 ⑧ 【病 弱教 育 部門 ひ ば り分 教室 】

評 価 項 目 具 体 策 評 価 の 観 点 (指 標 ) 評価

・ 自 分 の 体 調 や 気 持 ち ・ 個 々 の 発 達 段 階 や 病 状 、 ・ 自 分 な り の 方 法 で 伝

重 を 他 者 に 伝 え る こ と が 実 態 に 応 じ 指 導 場 面 を 設 え る こ とができた か 。

点 できる 。 定 し 、 表 現 方 法 を 支 援 す る Ｂ

目 言葉か けを行 う 。 ・ 自 ら の 発 言 や 行 動

標 を 、 振 り 返 る こ と が で

１ ・ 活 動 を 通 し て で き た こ と きたか 。

や 難 し か っ た こ と な ど 教

師 と 一 緒 に を 振 り 返 る 機

会を設定する 。

・ 教 員 の 危 機 意 識 を 高 ・ ヒ ヤ リ ハ ッ ト 事 例 を 活 用 ・ 教 員 間 で 共 通 理 解

重 め 、 防 災 ・ 感 染 症 な ど の し 、 教 員 間 で 共 通 理 解 を が図れたか 。

点 社 会 状 況 に 応 じ た 対 応 図る 。

目 に つ い て 病 棟 と 連 携 を ・ 病 棟 と 情 報 共 有 を Ｂ

標 図る 。 ・ 防 災 ・ 感 染 症 対 策 な ど 病 図 り対 応できた か 。

２ 棟 と 情 報 の 共 有 を 図 り 状

況に応 じた対 応をす る 。



- 8 -

校 務分 掌 部① 【教 務 部】

評 価 項 目 具 体 策 評 価 の 観 点 (指 標 ) 評価

・ 基 本 研 修 等 を 通 し 、 社 ・ 初 任 研 、 ５ 年 目 研 、 中 堅 ・ 研 修 者 各 々 が 社 会

重 会 性 の 育 成 に 関 わ る キ 研 等 に お け る 課 題 研 究 や 性 の 育 成 に 関 わ る キ

点 ャ リ ア 教 育 に 関 す る 指 研 究 授 業 で の 社 会 性 の 育 ャ リ ア 教 育 の 取 組 に Ｂ

目 導 力 の 一 層 の 充 実 を 図 成 に 関 わ る キ ャ リ ア 教 育 関 し て 報 告 書 等 に 整

標 る 。 に 関 す る 取 組 に つ い て 、 理 す る こ と が で き た

１ 計 画 、 実 践 、 評 価 す る 。 ま か 。 ま た 研 修 の 成 果

た 学 部 会 等 で 報 告 す る 場 を 学 部 内 で 共 有 す る

を 設 定 し 、 学 部 内 で 共 有 す こ とができ たか 。

る 。

・ 修 学 旅 行 に お け る 感 ・ 修 学 旅 行 検 討 会 に て 昨 ・ 感 染 症 を 含 め た 危

重 染 症 を 含 め た 危 機 管 理 年 度 の ヒ ヤ リ ハ ッ ト 事 例 を 機 管 理 対 応 を お さ え

点 意 識 を 高 め る 。 （ 主 幹 教 呈示す る 。 た 計 画 の 作 成 が で き Ｂ

目 諭 ・ 修 学 旅 行 検 討 会 と ま た 、 感 染 症 予 防 の 対 策 た か 。 昨 年 度 の 課 題

標 連携 ） ） を 含 め た 危 機 管 理 対 応 に や 今 後 の 対 応 、 ヒ ヤ リ

２ つ い て 、 各 学 部 へ 共 通 理 ハ ッ ト 等 に つ い て 修

解 を 図 り 、 そ れ ら を 踏 ま え 学 旅 行 検 討 会 及 び 各

た 計 画 の 作 成 及 び 、 実 施 学 部 に 周 知 す る こ と

状況に関す る評 価を行 う 。 が できた か 。

校 務分 掌 部② 【学 習 指導 部】

評 価 項 目 具 体 策 評 価 の 観 点 (指 標 ) 評価

・ 児 童 生 徒 が 主 体 的 に ・ 他 県 の 情 報 を 参 考 に し 、 ・ 月 に １ 回 以 上 、 会 議

重 学 び に 向 か い 合 う 力 を 本 校 の キ ャ リ ア 教 育 発 達 を 設 け て ワ ー ク シ ー ト

点 育 む た め に 、 キ ャ リ ア ･ 段 階 内 容 表 の 基 礎 的 ・ 汎 等 の 作 成 作 業 を 進 め Ｂ

目 パ ス ポ ー ト の 内 容 の 見 用 的 能 力 の 関 連 が 分 か る る こ とが できた か 。

標 直 し 、 作 成 を 行 い 、 教 員 よ う に ワ ー ク シ ー ト や 教 師

１ への周知 を図る 。 用 資料 を作成す る 。

・ 学 習 で 使 用 す る 教 材 ・ 事 前 に 破 損 や 危 険 箇 所 ・ 各 学 部 の 学 習 指 導

重 教 具 や 遊 具 の 状 態 に つ が な い か を 確 認 し 、 単 元 係 が 具 体 策 を 周 知 し 、

点 い て 点 検 を 行 い 安 全 管 題 材 指 導 計 画 の 指 導 上 の 単 元 題 材 指 導 計 画 に Ｂ

目 理を強化 する 。 留 意 点 に 児 童 生 徒 の 事 故 記 入 す る こ と で 教 員

標 防 止 に 配 慮 し た 内 容 を 記 の 危 機 意 識 を 高 め る

２ 入 す る こ と で 担 当 者 間 で こ とができ たか 。

の 共通 理解を図る 。
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校 務分 掌 部③ 【交 流 教育 部】

評 価 項 目 具 体 策 評 価 の 観 点 (指 標 ) 評価

・ 交 流 活 動 を 通 し 、 他 者 ・ 交 流 の 事 前 に 目 的 、 内 容 ・ 児 童 生 徒 に 適 し た 交

重 と 関 わ る 経 験 を 増 や す を 再 度 確 認 す る 。 児 童 生 流 活 動 を 行 い 、 他 者

点 こ と ができ る 。 徒 の 参 加 方 法 、 手 立 て や と 関 わ る こ と が で き Ｂ

目 支 援 に つ い て 相 手 と 共 通 たか 。

標 理 解 を 図 る 。 事 後 の 反 省

１ を基に工夫改善を図る 。

・ 感 染 症 対 策 を 含 め た ・ 感 染 症 に 対 す る 教 員 の ・ 感 染 症 予 防 に 努 め 、

重 安 全 管 理 を 意 識 し た 交 意 識 を 高 め 、 場 所 の 設 定 、 安 全 に 交 流 を 行 う こ

点 流 活 動 を 計 画 、 実 施 す 交 流 の 方 法 な ど を 検 討 し とが できたか 。 Ｂ

目 る こ と ができる 。 て 計 画 、 実 施 す る 。 相 手 と

標 共通理解を図る 。 ・ 交 流 相 手 と 共 通 理

２ 解 を 図 り 、 活 動 す る こ

・ 各 活 動 に 関 係 す る 危 機 とが できたか 。

管 理 マ ニ ュ ア ル や ヒ ヤ リ ハ

ッ ト 事 例 に 目 を 通 す よ う に ・ 事 前 に 安 全 管 理 の

周 知 し 、 気 に な る 箇 所 に つ 確 認 を す る こ と が で

い て 意 見 を 交 換 し 合 う 。 ま きたか 。

た 、 主 担 当 は 事 前 に 避 難

経 路 を 確 認 し 、 交 流 相 手 ・ 交 流 相 手 と 一 緒 に

にも伝 え る 。 避 難 経 路 の 確 認 を 行

う こ と がで きたか 。

校 務分 掌 部④ 【生 徒 指導 部】

評 価 項 目 具 体 策 評 価 の 観 点 (指 標 ) 評価

・ 実 態 に 応 じ て よ り 良 い ・ こ れ ま で の 取 組 を 学 部 毎 ・ 実 践 例 集 を 作 成 し 、

重 学 級 づ く り に 努 め 、 社 会 に 集 約 し 、 実 践 例 集 を 作 提 示 す る こ と が で き

点 性 の 育 成 に 向 け た 指 導 成 す る 。 そ れ を 活 用 し 、 よ た か 。 ま た 、 1 月 に ア Ｂ

目 の充実を図る 。 り 良 い 集 団 づ く り を 意 識 ン ケ ー ト を 実 施 し 、 集

標 し て 指 導 に 当 た る よ う に 団 づ く り を 意 識 し て

１ 取組を促す 。 取 り 組 む こ と が で き

た 人 が ８ ０ ％ 以 上 で

あ った か 。

・ 安 全 教 育 の 視 点 よ り 、 ・ 栃 木 市 の ハ ザ ー ド マ ッ プ ・ 地 形 、 天 候 、 交 通 等

重 本 校 周 辺 の 環 境 等 に つ を 参 考 に し 、 学 校 周 辺 及 と い っ た 要 因 を 踏 ま

点 い て の危機意識 を高 め 、 び 最 寄 駅 か ら の 経 路 に 関 え た ハ ザ ー ド マ ッ プ Ｂ

目 日 々 の 指 導 に 活 か す こ す る 注 意 喚 起 マ ッ プ を 作 を 作 成 し 、 提 示 す る こ

標 と の で き る 資 料 を 作 成 成す る 。 とが できたか 。

２ する 。
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校 務分 掌 部⑤ 【健 康 指導 部】

評 価 項 目 具 体 策 評 価 の 観 点 (指 標 ) 評価

・ 教 職 員 の 感 染 症 に 対 ・ 健 康 状 態 を 確 認 で き る よ ・ 毎 朝 検 温 表 を 提 出

重 す る 意 識 を 高 め 、 感 染 う に 検 温 表 を 配 付 し 、 学 部 す る と と も に 、 体 調 不

点 防止行動の徹底を図 る 。 ご と に 毎 朝 確 認 す る よ う 良 の と き は す ぐ に 申 Ａ

目 声 掛 け を し て 徹 底 し て い し 出 る こ と が 定 着 し

標 く 。 た か 。

２

の ・ 換 気 や 消 毒 、 手 洗 い な ど ・ 教 室 な ど の 換 気 や

１ の 徹 底 を 掲 示 板 や 学 部 会 消 毒 、 手 洗 い に 対 す

な ど で 周 知 し 、 適 宜 声 掛 け る 意 識 が 高 ま り 、 多 く

を し て 実践す る よ う促 す 。 の 教 職 員 が 実 践 で き

たか 。

・ 児 童 生 徒 に 安 全 な 給 ・ 栄 養 教 諭 と 連 携 を 図 り 、 ・ 机 や 座 席 の 間 隔 を

重 食 を 提 供 で き る よ う に 感 染 の リ ス ク を 考 慮 し た 空 け た り 、 教 員 の 関

点 努める 。 環 境を 整 え る 。 わ り 方 を 工 夫 し た り Ａ

目 する こ と がで きたか 。

標

２ ・ 配 膳 方 法 や 場 所 、 献

の 立 な ど を 検 討 し 、 実

２ 践 できた か 。

・ 食 事 中 の 事 故 に 対 す る ・ 危 機 意 識 が 高 ま り 、

危 機 意 識 を 高 め る た め に 未 然 に 防 止 す る こ と

校内研 修を行 う 。 が できた か 。
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校 務分 掌 部⑥ 【進 路 指導 部】

評 価 項 目 具 体 策 評 価 の 観 点 (指 標 ) 評価

・ 卒 業 後 の 社 会 生 活 に ・ 進 路 だ よ り （ 年 ４ 回 ） や 保 ・ 各 学 部 に 応 じ た 必 要

重 向 け て 必 要 と な る 事 柄 護 者 会 や 学 部 会 等 を 通 し と な る 情 報 を 提 供 す

点 や 支 援 方 法 に つ い て 保 て 、 卒 業 後 へ 向 け て 情 報 る こ とが できた か 。 Ｂ

目 護 者 や 職 員 に 啓 発 を 行 を提供 する 。

標 う 。

１

・ 教 職 員 の 安 全 に 対 す ・ 事 前 に 作 業 内 容 や 経 路 ・ 校 外 で の 学 習 に お

重 る 意 識 を 高 め 、 就 業 体 は 安 全 で あ る か 、 ま た 、 実 い て 、 事 故 件 数 が な

点 験 学 習 や 産 業 現 場 等 に 施 当 日 は 天 候 や 生 徒 の 体 か った か 。 Ｂ

目 お け る 実 習 に お い て 、 調 は 大 丈 夫 か チ ェ ッ ク シ ー

標 安 全 に 学 習 で き る よ う 、 ト を 用 いて確 認を行 う 。

２ 計画 ・ 実 施 す る 。

・ 他 に も 事 故 等 に 遭 遇 し た

場合の対処法を確認す る 。

校 務分 掌 部⑦ 【渉 外 部】

評 価 項 目 具 体 策 評 価 の 観 点 (指 標 ) 評価

・ 保 護 者 と 共 に 危 機 意 ・ PTA行 事 を 行 う 際 に は 、 ・ し ら さ ぎ 祭 で 保 護 者

重 識 を 高 め て 、 P T A 活 動 危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル を 基 向 け チ ェ ッ ク リ ス ト を

点 の安全管理 を強化す る 。 に 計 画を立て る 。 活 用でき たか 。 Ｂ

目

標 ・ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染

２ 症 対 策 を 徹 底 し 、 安 全 に

実施す る 。

・ 危 機 管 理 や 安 全 管 理 に ・ 役 員 会 で 危 機 管 理

つ い て 繰 り 返 し 伝 え る こ マ ニ ュ ア ル の 必 要 部

とで理解を促 し てい く 。 分 や 重 点 的 に 取 り 組

み た い 安 全 管 理 に つ

い て 説 明 し 、 理 解 を

得 られたか 。
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校 務分 掌 部⑧ 【地 域 支援 部】

評 価 項 目 具 体 策 評 価 の 観 点 (指 標 ) 評価

・ 家 庭 や 地 域 で の 安 全 ・ 他 機 関 と の 連 携 が 必 要 ・ ケ ー ス 会 議 参 加 職 員

重 な 生 活 に 向 け て 、 教 職 な 児 童 生 徒 へ の 支 援 の 充 へ の ア ン ケ ー ト で ８ 割

点 員 の 問 題 を 未 然 に 防 止 実 に 努 め 、 必 要 に 応 じ て 以 上 が 今 後 の 支 援 に Ｂ

目 する意識を高める 。 関 係 機 関 を 交 え た ケ ー ス 役立つと答 えた か 。

標 会議を実施す る 。

２ （ 生 徒 指導部と連携 する ）

校 務分 掌 部⑨ 【舎 務 部】

評 価 項 目 具 体 策 評 価 の 観 点 (指 標 ) 評価

・ 集 団 生 活 の 中 で 、 適 切 ・ 舎 生 同 士 が 適 切 な 距 離 ・ 舎 生 同 士 協 力 し て 当

重 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 方 感 を 保 ち な が ら 、 関 わ り を 番 活 動 を 行 う こ と が

点 法の指導に努め る 。 持 つ こ と が で き る よ う に 、 で きたか 。 Ｂ

目 友 達 と 協 力 し て 活 動 す る

標 場面を意図的に設定す る 。 ・ 終 了 後 に 確 認 依 頼

１ を し 、 活 動 内 容 を 振 り

返る こ とができ たか 。

・ 舎 生 が 自 分 の 身 を 守 ・ 不 審 者 の 侵 入 を 防 ぐ た ・ 定 刻 ま で に 施 錠 す る

重 る こ と が で き る よ う 、 防 め 、 1 8時 3 0分 ま で に 各 こ とができ たか 。

点 犯 や 安 全 に 関 す る 意 識 所 の 施 錠 を す る こ と が で Ｂ

目 を高める こ とが できる 。 き る よ う 、 舎 生 が 放 送 で

標 施錠を促す 。

２

・ 感 染 症 予 防 の た め 下 校 ・ 丁 寧 に 手 を 洗 う こ と

後 と 食 事 の 前 、 丁 寧 に 手 ができた か 。

を 洗 う こ と が で き る よ う Ｂ

に 手 洗 い の 音 楽 を 流 し 、 ・ ハ ン カ チ を 携 帯 で き

職 員 が 洗 い 方 の 確 認 を す ていたか 。

る 。


